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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・8/2（金）、グループ内研修「排泄・食事介助」実施予定。対象：新人介護

・デイナイトケアのトイレにてタバコの臭いがした為、スタッフより利用者様へタバコは決められた場所で喫煙を行うよう説明している。

・8/6(火)16:00に東北メディカル学園から教師が来所予定となっている。教師が来た際は慶長まで連絡するとの事。

・7/27(土)にすこやか祭り開催予定となっている。雨天時は青陽館を使用するとの事。

・7/26(金)は日帰り旅行実施。

・WIZ施設予約に「病院1階旧デイケア室」を追加登録致したとの事。

・更新PHS使用者リストを各ボックスに配布されている。その他、必要分は庶務に連絡すれば用意してくれるとの事。

＜利用者様情報＞

・横町　浩様～本日も引き続きスタッフへの話しかけ頻回にみられている。朝はテレビ横にてラジカセを大音量にして聞いている事あり、スタッフより音を小さくするよう声掛けし一時的に音量を低くされるも、その後再び音量を大きくしてラジオを聞かれている。本日、ご家族へと電話連絡にて本人様の状況を情報提供していく。

・寺沢　彩様～本日、体温36.8℃。熱は下がっており、体調不良の訴えはないも「集団の中にいるのは辛い」と話されている。

・上久保　善朗様～本日よりデイケア利用開始となっている。女性スタッフに対する性的発言多く聞かれ、都度スタッフ対応要している。スタッフよりデイケアの利用目的を確認するとデイケアは実家での仕事の息抜きの場として活用したいと話されている。また入院の経緯についてスタッフと振り返りを行うと、最初は表情硬くしているも、スタッフが入院の経緯を知っている事を理解すると、表情を和らげ「父との関係が辛かった」と話されている。「現在、畑仕事は近所の人が手伝ってくれ、家での父の態度も温和になり母のサポートもある為、大丈夫」と話されている。

・向井　敦子様～本日、デイケアを欠席するとの電話連絡があり。理由について確認すると退院後、色々な事があって疲れたからと話されている。また「東京から青森に来る際に男性がついてきた」「男性がつきまとってくる」との妄想に左右された発言聞かれている。主治医には現状についてまだ伝えていないと本人様は話されている為、本人様の現状を主治医へと情報提供行っていく。

・清川　厚子様～本日、来所されている。来所された事を評価し、火曜日に無断欠席した事について振り返りを行うと「あはははは」と笑って理由を話そうとしないでいる。今後は欠席をする際にはデイケアへと電話連絡を必ずするよう本人様へ説明行っている。また入浴を数度促すも拒否されている為、足浴・洗顔を行い足の処置を実施している。今月、母様の財布から7千円盗んできた事をスタッフへと話されており、後日盗んだ金額については返すとの事。スタッフより家族であっても盗みはしてはいけないことだと本人様へと説明している。

・江刺家　陽輝様～本日、担当スタッフと本人様で電話の使用回数と時間について話し合いを行っている。電話代については電話を掛ける回数が多く、先月も母様に怒られたと話されている。現状として毎日友人に電話を掛けている状態の為、スタッフより回数についてどう考えているのか確認すると「多いと思います」と話されている。また朝の6:30から友人へと電話を掛けている為、今後電話は２日に1度、7:30以降に掛ける事を約束している。

・巴　勇樹様～昨日の外来にて主治医よりタバコの本数を８本から１０本に増やしても良いとの指示あり、ご家族様に確認すると現在、朝に3本、デイケアで4本、夜に3本、合計10本喫煙しているとの事。また本日、タバコを持たずに他メンバーと共に喫煙室前の列に並んでおり、スタッフより声掛けをすると「並んでいただだけ」と話され喫煙室前から立ち去っている

・長瀬　紘一郎様～昨日、疲れてきたのでデイナイトケアを休みたいとの訴えが聞かれている。特定スタッフに休んでもいいと言われたと話されているも、スタッフは誰もそのような事は言っておらず、スタッフよりデイナイトケアへ通う必要性について説明すると、本人様は納得されている。本日は休みたいとの訴えない。

・村上　元道様～今後の生活について「他の人に言わないで」と話されながら、１～２年後には就労を強行しようと考えていると話されている。又、同時期からアパート生活も始めようと考えており、現在お金を貯めているとの事。考えのきっかけとして、8月からの生活保護費の減額があると話されており、将来的に働きたいと目標を持つ事はいいが、病状を安定させながら行動化するためには主治医・関係機関への相談が不可欠である事を説明している。

＜事例検討＞

船場　幸子様（65）　統合失調症

検討内容：目標・計画の見直し

長期目標　グループホームに入所したい

体重を維持していく

中期目標　①困ったこと、不安なことに対処できるようになる。

②現在の生活の中でできる事を増やし、自信をつける。

③体重増加しないよう運動を行う。

短期目標　①困ったこと、不安なことはスタッフに話し、表現するようにする。

②家事（調理や掃除など）で興味・関心がある部分を修得する。

③余暇時間を活用しウォーキングを行う。

実施計画　

①本人の訴えを傾聴し、不安の軽減を図る。問題解決する場合は、落ち着いた口調で順番に出来事を整理し、本人が納得するような形で解決する。

②本人が役割に携わっていること、出来ていることを評価し、自信に繋げる。

③食事や間食状況の確認を行う。ウォーキングをする際は、背筋を伸ばし、腕を大きく振り行うように声をかける。

現状
・精神症状は現在安定している。

・困っている事、不安感を自分から訴える事が出来ないでいる。

・膝、腰痛がある為、ウォーキングの際は体調を考えて取り組んでいる。

・物事へと積極的に取り組むも失敗してしまう事が多く、本人様の自身を失う事に繋がっている。

・草取りでいいので仕事を貰い社会に出たいとの希望がある。

青山荘での様子
・青山荘退所について気にされており、その後の事についてスタッフに相談するも、具体的に今後どうすればいいのか考えられないでいる。

・バス利用は問題なく行う事が出来ているも、初めての場所に行く際は不安感が強く何度もスタ

ッフへ確認をしてしまう。

・今後は週に4回は自炊したいとの　要望が聞かれており、スタッフと相談し今後は週に2回自炊を行う事としている。

今後の目標・計画
目標・計画ともに継続とする。

＜青山荘入居者様　情報交換＞

・青木　紀子様～現在、一週間程度寝坊が続いており、朝の食事準備に参加出来ないでいる。デイケアでは午後に居眠り見られており、眠気を訴えている事あり。就寝時間については22:00には就寝しているとの話されている為、睡眠時間は十分にとる事が出来ている。現在、周囲の他メンバーに特定利用者様と付き合っている事を「気持ち悪い」等言われた事について気にされており、気疲れが原因となっている可能性について青山荘と情報提供行っている。

＜外来情報＞

・平　康子様～前回診察にてドネペジル(3)を処方し、問題がないとの事でドネペジル(3)からドネペジル(5)へと増量している。またウィルナシプランが処方止めとなり、就寝前にメイラックス　1ヶが処方されている。

・神田　直樹様～ぎっくり腰となり、しいたけを２日休んだと話されている。肩も痛くなってきたが、明日はしたいけに行くとの事。最近、外来予約時間になっても来ず、１時間程度遅れて来る事が多くなっている。

・津嶋　イチ子様～まだ足を伸ばすと痛いと話されている。現在は寝る前に湿布を張っているとの事。

・鹿原　博夫様～先週増薬した事について「調子がいい」と話されている。睡眠も十分に取れており、乾渇もないとの事。

